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は 

南あわじ 市 で は 、 

査 年 報 WLI と し て ] 
南あわじ 市 の 埋蔵 文化 財 調 査 は 、 

場 整 備 率 は 約 46% 

場 整 備 事業 が 盛ん に 行わ れ て いま す 。 

埋蔵 文化 財 保護 行 

が 、 一 方 で 発掘 調査 に よっ て 新た な 遺跡 の 発見 な ど 、 歴史 を 紐 

代 に お ける 当地 の 重要 性 が 一 層 明 ら か に な る こと は 、 誠 

この た が び 平成 23 年 度 の 埋蔵 文化 

利行 する 運び と な り ま し た 。 

平成 に 入り 本 格 的 に 行わ れる よう に な り ま し た が 、 そ の 大 半 は 

F を 通じ て 温暖 な 気候 と 肥 汰 な 農地 を 有する 好 条 件 が 災 

いし て 、 県 内 で も 有数 の 農業 地帯 で あり な が ら 園 場 整 備 を 遅らせ る こと と な り 、 平成 23 年 度 示 の 園 

兵庫 県 77%、 溢 路 島 41%) で 、28 年 度 末 に は 達成 率 

画 場 整備 事業 に 伴う 調査 で す 。 当 市 は 、1 

政 に と っ て は 、 まだ まだ 開発 事業 に 伴う 発掘 調査 

解く 発見 や 知見 が 堪 

に 喜ば し いこ と で す 。 

で め に 

財 調 査 の 成果 概要 を 『 南 あわ じ 市 埋蔵 文化 財 調 

目標 50% を めざし 現在 も 賠 

少子 高齢 化 、 過疎 化 が 努力 の 甲斐 な く 急 速 に 進展 し て 
ト 愛 を 育む か うえ で も 地域 の 歴 力 あ る 地域 づく り を めざす と と も に 、 郷 ] 

継承 し て し 

感 し て いま す 。 

今回 刊行 いた し ます 年 報 は 、 湊 里 地 区 と 阿 万 本 庄 地 区 の 賠 場 整備 に 伴 

遺跡 や 里 丸 山 古 墳 群 の 新た な 発見 な ど 、5 つの 遺跡 調査 か ら 多 く の 成 果 を 掲載 し て いま す 。 当 年 

せん が 、 今後 も さら な る 努力 に より 地域 史 の 解明 と 

ご 支援 賜り ます よう よろ し く お 願 いし ます 。 

こ 指導 ご 協力 いた だ いた 方 々 に 対し 、 厚く お 礼 

は 調査 概要 で ある た め 十 分 な 資料 で は ご ざい ま 

当 市 の 文化 財 保 護 に 努め て いく 所 存 で す の で 、 

最後 に な り ま し た が 、 本 書 を 作成 する に あたり 、 

1 し 上 げ ま す 。 

例 

1 . 本 書 は 南あわじ 市 教 
2. 調査 は 南あわじ 市 埋蔵 文 
3. 肌 土 遺物 の 整理 作業 は 、 赤井 友美 ・ 
富岡 美 早 子 ・ 豊 田 亜希 子 ・ 濱 本 善 美 

\ く こと が 、 今 を 生き る 我々 の 重要 な 責務 と 認識 し て お り 、 埋蔵 文化 財 調 査 の 必要 性 

る 地方 に あっ て 、 

委 員 会 が 2011 (平成 23) 年 度 に 実施 し た 、 夫 
財 調 査 事務 所 の | 

宇治 田 カ 
・ 概 本 早 前 

い の 厳 し い 状 況 で あり ます 

加 し 、 色々 な 時 

より 高い 文化 水 進 で 魅 

を より 明らか に し 、 後世 に 

を 実 

う 発 掘 調査 を 行い 、 カマ ス 

報 

南あわじ 市 教育 委員 会 

教育 長 岡 田 員 

ii il 

史 

ョ 蔵 文 化 財 調査 の 記録 で ある 。 

商 裕 司 ・ 坂 口 弘 頁 ・ 定 松 佳 重 ・ 的 崎 薫 が 担当 | し た 。 

・ 松 下 逢 之 ・ 

4 . 本 書 の 編集 は 山崎 が 行っ た 。 幸 筆 ・ 
いて は 、 調 査 一 覧 に 記す 。 

レイ アウ ト に つい て は 文末 に 記 

・ 垣 脇 美奈 子 ・ 近 藤 紀 子 ・ 
三宅 靖子 が 行っ た 。 

三共 1・ 島崎 美佐 代 ・ 

し て いる 。 調査 担当 者 に つ 

5. 各 遣 跡 の 発掘 調査 お よび 本 書 作 成 に あたっ て は 、 下 記 の 方 の ご 協力 と ご 指導 を いた だ いた 。 こ 

こ に 記し て 深く 感謝 の 意 を 表す る 。 

伊藤 安 幸 ・ 浦 

(敬称 略 ) 

上 雅史 ・ 間 本 一 秀 ・ 小 谷 徳彦 ・ 金 田 医 史 ・ 中 村 弘 ・ 森 岡 秀 人 
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第 1 章 埋蔵 文化 財 事業 の 動向 
平成 23 年 度 は 確認 調査 5 件 、 本 発掘 調査 4 件 を 実施 し た 。 確 認 339.3mf、 本 発掘 5, 471.4 で 

調査 面積 合計 が 5,810.7T と な り 、 発 掘 調査 面積 は 微増 仁 向 に ある 。 年度 内 に 本 発掘 調査 を 終 

了 さ せる 必要 か ら 、 了 臨時 職員 2 名 の 中 途 採用 を 行っ た 。 

発掘 調査 は 、 前 年 度 か ら の 継続 事業 で ある 経営 体育 成 基盤 整備 事業 の 阿 万 本 庄 地 区 、 湊 里 地 

区 、 特 定 環 境 保全 公共 下水 道 事業 (八木 榎 列 7 号 管 楽 布設 工事 ) と 新規 事業 で ある 市 道 秋葉 道 

2 号線 道路 新設 事業 ( 阿 那 賀 丸 山地 区 ) 、 民 間 事 業 2 件 を 行っ た 。 

特筆 すべ き 調 査 成果 と し て は 、 湊 里 地 区 で は 前 年 度 の 里 丸 山 1 ・2 号 墳 に 続き 、3 13 号 墳 

の 発掘 調査 を 行い 、 里 原田 遺跡 で 平安 時 代 と 思わ れる 寺院 関係 の 遺構 ・ 遺 物 が 確認 され た 。 

* 単 位 : eVLTHeNHMSN3 

調査 量 と 職員 数 の 推移 1 

お の 

| 90 | 90 分 
180 軍 1 
]60 環 数 
50 病 入 
は 40 h ー 

30 る 
20 

1 10 
ーー ーー . Lo 

k21(2009) 年 度 平 茂 22(2010) 年 度 帯 成 23(2911) 年 

調査 年 度 

キー 

ミ 己 . 護 三 調査 量 と 職員 数 の 推移 2 

雇 蒙 普及 活動 と し て は 、4 月 に 前 年 度 に 発掘 調査 を 実施 し た 

里 丸山 1 ・2 人 号 墳 の 現地 説明 会 を 行っ た 。 5 月 に は 合 文 小学 校 

と 松 帆 小学 校 で の 出張 授業 、 ト ライ や る ウィ ー ク で 三原 中 学校 

か ら 生 徒 3 名 の 受け 入れ を 行っ た 。 8 月 に は 里 丸 山 3 へ 13 号 墳 

の 現地 説明 会 、 自 休み 期間 中 の 小学 生 を 対象 と し た 『 わ ん ば ぱく 

塾 』 で は 、 市 内 4 会 場 で 勾玉 作り と 兵庫 県 立 考古 博物 館 へ バス 

ン ツア ー を 行っ た 。 現地 説明 会 の 様子 

展示 活動 と し て は 、 平 成 24 年 の 1 3 月 に か け て 「『 発 掘 調査 

速報 展 一 平成 21・22 年 度 調査 』 を 市 内 4 会場 で 開催 し た 他 、 教 

育 委 員 会 が 所 在 す る 西 淡 公 民 館 ロビ ー に お いて ミニ 展示 を 行い 、 

年 度 内 に 計 4 回 の 展示 物入れ 替え を 行っ た 。 

刊行 物 と し て は 、 上 記 速 報 展 の パン フレ ッ ト 、『 南 あわ じ 市 

埋蔵 文化 財 調 査 年 報 VY』、『 久 保 ノ カチ 遺跡 』 報 告 書 の 発行 を 

行っ た 。 バス ツア ー の 様子 
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プペ な ど 供 は 器 壁 が 厚く 、No. 1 調査 区 より も 古い 傾向 が 認め られ る 。 

2 まとめ 

本 調査 に より 、 遺 構 は 確認 で き な か っ た も の の 、 中 世 の 遺 物 包 含 層 を 確認 する こと が で きた 。 詳細 は 、 

今後 の 課題 と し て 残る が 、 調 査 面積 に 比較 し て 出土 遺物 が 多く 、 周 辺 に 遺構 が 分 布 す る の は ほぼ 間 違 

いな く 、 注 意 を 要する 。 (坂口 ) 

ll 0 1 W 49.50m No.1 

ーー 1. 礎 混 灰 黄 褐色 10YR5/2 土 (65cm 以 下 ま ば ら に 含む ) 
ーー - トー 一 | 2. 礎 混 灰 黄 褐色 10YR4/2 土 (@20cm 以 下 ま ば ら に 含む ) 

2 / ーー 。 | 3. 礎 混 黒 褐 色 10YR3/2 土 (の 5cm 以 下 ま ば ら に 含む ) 
| | | 4. 礎 混 黒色 10YR2/1 土 (610em 以 下 ま ば ら に 含む ) 
ーー ンプ 4 | 4 | 5. 礎 混 黒 褐色 10YR3/1 土 (る 10cm 以 下 わ ず か に 含む ) 
- || 和 ||/1 ロー 6. 礎 混 暗 灰 黄色 2.5Y4/2 土 (の 20cm 以 下 多 く 含む ) 

( 層 序 図 S=1/40) 

No.2 

モニ コテ イブ 。 革 = , 

1. コン クリ ー ト 
2. 磯 混 に ぶ い 黄 褐 色 10YR4/3 土 (の 5cem 以 下 わ ず か に 含む ) 
3. 礎 混 黒色 10YR2/1 土 (る 10cm 以 下 ま ば ら に 含む ) 

4. 礎 混 黒褐色 10YR3/1 土 (の 10cm 以 下 わ ず か に 含む ) 
5. 礎 混 暗 灰 黄 色 2.5Y4/2 土 (の 30cm 以 下 多 く 含む ) 

イイ | スー ニー テー 
天 3 5 

/ ヒー デジ 0 (遺物 S=1/4) 20cm 

7 [ 。 

2・3・7 No.1 5 層 
ミー ニー 4 No.1 4 層 

ーー デア co No.1 3 層 
8…10・12・13・15 No.2 3 層 

11 No.2 4 層 

メア 14 No.2 3・4 層 

14 に 、 

調査 区 層 序 図 ・ 出 土 遺物 
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[1 トレ ンチ ] 

里 丸山 1 ・2 号 墳 の 斜面 上 方 に 設定 し た 。 北 端 は 客 土 に よる 画 場 の 拡張 が 行わ れ て お り 、 遺 構 は 未 確 

認 で ある 。 調 査 区 中 央 より 南 で は 溝 状 遣 構 を 3 条 確 認 し た 。 遺 構 か ら 遺 物 は 出土 し て いな い 。 包含 層 か 

ら は 僅か に 土師 器 と 須恵 器 が 出土 し て いる 。 

[2 トレ ンチ ] 

里 丸 山 1・2 号 墳 の 南西 に 設定 し た 。 里 丸山 1 ・2 号 墳 と 同様 に 古墳 の 築造 に 適し た 丘陵 張り 出し 部 

に あたる 。 集 石 を 5 ヵ所 、 状 遺構 を 8 ヵ所 確認 し た 。 群 集 墳 の 有無 の 確認 調査 で ある た め 、 集 石部 分 

は 掘削 し て いな い が 、 漠 状 遺構 は サブ トレ ンチ を 入れ て 性 格 の 把握 に 努め た 。 遺 構 1 が 円 を 描く 溝 で あ 

っ ろ っ たため 西側 に も トレ ンチ を 設定 し た が 、 周 溝 と 判断 で きる 要素 は な か っ た 。 遺 構 4 は 溝 で 、I 型 式 6 

段階 箇 型 式 1 段階 (中 村 編 年 ) 頃 の 須恵 器 抹 が 出土 し て いる 。 遺構 5 ・6 は 平行 に 走っ て お り 、 横 穴 

式 太 室 の 石 を 抜き 取っ た 痕跡 と 思わ れる 。7ー8 区 に か け て 近接 し た 集 石 2 ・3 を 確認 し 、 集 石 3 で は 

明瞭 な 石 の 並び を 確認 し た 。 他 の 集 石 群 は 等 高 線 に 直角 に 右 の 並び を 確認 し て いた が 、 集 石 5 は 平行 に 

里 丸 山 1 ・2 号 墳 の すぐ 西 に 設定 し た 。 耕作 土 直下 が 地 山 で あり 、 遺 構 ・ 遺 物 と も に 未確認 で ある 。 

里 丸 山 1 ・2 号 墳 と 同じ 賠 場 の 南端 部 に 設定 し た 。 画 場 造成 時 の 客 土 の み で 遺構 は 未確認 で ある 。 遺 

物 包含 層 が 僅か に 残っ て お り 、 四 型式 1 段階 頃 の 須恵 器 兵 な ど が 出土 し て いる 。 

[5 トレ ンチ ] 

2 区 で 石 列 を 確認 し た が 対応 する 石 列 が な く 右 室 と は 判断 し な か っ た が 、 石 室 の 可能 性 は 考え られ る 。 

性 格 は 不明 で ある 。 

[6 トレ ンチ ] 

滞 状 遺構 を 4 条 、 土 塊 を 2 基 確 認 し た が 、 遺 物 に 乏しく 時 代 の 判別 は 不可 能 で ある 。 土 玉 2 基 は 切り 

合い が 見 られ た 。 溝 5 は 上 層 か ら 掘 り 込 まれ て いる こと や 埋 士 か ら 、 比 較 的 新しい 遺構 の 可能 性 が ある 。 

溝 6 は 幅 1.5m の 浅い 溝 で 、 土 師 質 土 器 語 が 僅か に 出土 し て いる 。 

[7 トレ ンチ ] 

土 志 状 遺構 1 基 、 溝 状 遺 構 3 条 を 確認 し た 。 遺 構 か ら 遣 物 は 出土 し て いな い 。 遺構 4 は 上 層 か ら 掘 り 

込ま れる 遺構 で 、 埋 士 か ら 新 し い 遺 構 の 可能 性 が ある 。 北 端 部 で は 上 炭 化物 が 集中 し て 確認 され た 。 

[8 トレ ンチ ] 

遺構 ・ 遺 物 と も に 未確認 で ある 。 

No.9 壁面 で 潜 を 確認 し た 。 幅 2m、 深 さ 0.5m を 測る 。3 層 か ら は 古墳 時 代 初頭 の 二 重 口 縁故 、 溝 (4・ 

5 層 ) か ら は 弥生 時 代 終 未 の 医 や 夫 が 出土 し て いる 。 

No1015 遺物 の 出土 は 少な く 、 遺 構 は 未確認 で ある 。 

調査 の 結果 、2 トレ ンチ で 古墳 と 思わ れる 集 石部 分 を 確認 し た 。 集 石 1 5 ・ 遺 構 5・6 が 石室 、 遺 

4 ・7・8 が それ ぞ れ に 付随 する 周 潮 に な る と 思わ れる 。 ま た 、4 トレ ンチ か ら は 2 号 墳 と 同時 

期 の 7 世紀 前 半 の 須恵 器 が 出土 し て お り 、2・4 トレ ンチ 周辺 に 古墳 群 の 包 蔵 が 想定 され る 。 



I
E
 

F 成 2 年度 の 本 発掘 調査 (2 次 調査 ) 4 区 で は 、 段 丘 下 で 弥生 時 代 後期 へ 古墳 時 代 の 土器 が 多く 出 コ 
し て お り 、 彼 丘 上 に 展開 し て いた 遺構 を 削 平 し て 盛土 を 行っ た た め と 考え て いる 。 4 区 の 東部 に 位置 す 
る No.9 で 確認 し た 溝 状 遺 構 は 前 平 を 免れ た 遺構 で あり 、 こ れ ま で の 調査 で は 確認 で き て いな い が 周 辺 に 
弥生 時 代 終末 期 の 生活 遺構 が 存在 する 可能 性 は 高い 。 定 松 ・ 的 崎 ) 

1
 

5 トレ ンチ 平面 図 

1. 黄 褐色 10YR4/6 粘 質 土 十 2 層 
2. 黄 褐色 2.5Y5/3 粗 砂 ( 小 腐り 礎 ま ば ら に 含む ) 
3. に ぶ ぷ い 黄 褐色 10YR5/3 粘 砂 質 土 (Mn・ 遺 物 含 む ) 
4. オ リー ブ 宰 色 2.5Y4.5/4 粘 砂 質 土 ( 遺 物 含む ) 
5. オ リー ブ 褐 色 2.5Y4.5/5 粘 砂 質 土 (遺物 含む ) 
6 . 礎 混 黄 褐色 2.5Y5/3 粘 砂 質 土 (る 5cm 以 下 腐 り 奏 含む ) ーー で 7. 黄 褐色 10YR5/6 粘 土 土 灰 黄 褐色 10YR6/2 粘 土 
8. 礎 混 に ぶ い 黄 褐 色 10YR5.5/4 粘 質 土 土 灰 黄 褐 色 10YR6/1 粘 土 

(る 15mm 以 下 礎 ・ 廣 り 礎 含 む ) 
9. 混 暗 灰 黄色 2.5Y5/2 粘 質 土 

(遺物 ・ の 15em 以 下 礎 ・ 腐 り 礎 多 く 含む 、 湧 水 ) 

30cm- 

(< お) 

No. 9 必 序 図
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3 井手 田 遺 跡 一 4 次 調査 

所 在 地 。 阿 万 上 町 字 中 田内 mm 半 が 
事業 名 _ 経営 体育 成 基 艇 整備 事業 
担当 者 山崎 裕司 
種別 本 発掘 調査 
す 査 期間 平成 23 年 6 月 22 日 10 月 14 日 

調査 面積 約 863.4mi 

ニ
テ
 

調査 の 位置 
1 調査 内 容 

当 遺 跡 は 南あわじ 市 の 南端 、 塩 屋 川 に よっ て 形成 され た 標高 1 14m の 低 平 な 沖積 地 か ら 扇 状 地 林 端 
に 位置 する 。 調 査 地 の 北方 向 に は 中 世 の 山 城 と 伝え られ る 郷 殿 城跡 東方 向 に は 弥生 時 代 後期 終末 
期 ・ 中 世 の 河 内 遺跡 西方 向 に は 平安 時 代 末 と 伝え られ る 塩屋 吉 城 跡 や 弥生 へ 平安 時 代 の 初田 遺跡 な ど 
が 分 布 す る 。 

平成 16 年 度 の 当 事 業 に 伴う 分 布 調査 に より 遺跡 の 存在 が 明らか に な り 、 平 成 1 年 度 に は 兵庫 県 教育 委 
上 只 会 に よっ て 主要 地方 道 洲 本 灘 賀集 線 ( 阿 万 バイ パス ) 道路 改良 事業 に 伴う 確認 ・ 本 発掘 調査 が 行わ れ 、 
弥生 時 代 一 中 世 の 複 合 遺跡 で ある こと が 明らか に な っ た 。 平 成 20 年 度 に 当 事 業 に 伴う 確認 調査 (1 次 調 
査 ) を 行い 、 そ の 結果 に 基づき 、 平 成 21・22 年 度 の 本 発掘 調査 (AーC 地 区 ) に 引き 続い て 当 調査 (E 
ー1・2 地 了 区) を 行っ た 。 

当 調査 で は 、 中 世 の 柱 穴 ・ 土 撤 ・ 溝 等 を 検出 し た 。 柱 穴 か ら 掘 立柱 建物 8 棟 が 復元 され た 。 
建物 1 母屋 部 分 が 箇 行 2 x 桁 行 3 間 で 約 27.7f、 四 面 に 席 が 付属 し 、 総 示 面 積 が 49.5mf を 測る 。 建 物 
群 中 最大 規模 の 総 柱 建物 で ある 。 方 位 は N80* W を 示す 。 

建物 2 _ 染 行 2 x 桁 行 3 間 で 総 床 面積 約 17. 2mf の 側 柱 建物 で ある 。 方 位 は N1i?_E を 示す 。 
建物 3 母屋 部 分 が 梁 行 2 xX 桁 行 2ー3 間 で 約 17.8mf、 北 ・ 西 側 に 鹿 が 付属 し 、 総 床 面 積 25.3 叶 の 側 柱 
建物 で ある 。 方位 は N 6” E を 示す 。 

建物 4 母屋 部 分 が 染 行 2 X 桁 行 3 間 で 約 28.0mf、 南 側 に 庶 が 付属 し 、 総 床 面積 は 約 31.8mf の 総 柱 建物 
で ある 。 方 位 は N 7”" E を 示す 。 

建物 5 染 行 2 x 桁 行 2ー3 間 で 約 8.1mf の 側 柱 建物 で ある 。 柱 穴 の 並び か ら 建 物 4 の 鹿 と つなが っ て い 
た 可能 性 が ある 。 方位 は N 7?” E を 示す 。 

和 建物 6 母屋 部 分 が 梁 行 3 X 桁 行 3 間 で 23.4mf、 北 ・ 西 側 に 席 が 付属 し 、 総 床 面 積 が 約 40.5mf の 側 柱 建 
物 で ある 。 方 位 は N77” W を 示す 。 

建物 7 母屋 部 分 が 当行 2 3 x 桁 行 4 間 で 27. 5nf、 束 ・ 北 ・ 西 側 に 席 が 付属 し 、 総 床 面積 が 約 48.7 
の 側 柱 建物 で ある 。 方位 は N78” W を 示す 。 

建物 8 梁 行 1X 桁 行 2 間 で 約 3.3m 届 の 小 規模 な 建物 で ある 。 建 物 3 北側 の 席 に 柱 が 通る こと か ら 、 同 時 
期 の 建物 と 推定 され る 。 方 位 は N83” W を 示す 。 

2 まとめ 

「 世 の 建物 群 は 方 位 か ら 、① 建 物 1 ・2 ・6 ・7、② 建 物 3・4・5・8 の 2 群 に 分 ける こと が で き 



る 。 建物 1 と 建物 2 、 建 物 6 と 建物 7 が 重複 する こと か ら 、① 群 内 で 前 後 関係 が 成立 する 。 建物 1 ・7 

に は 焼 土 を 含む 柱 穴 埋 士 が 多く 確認 で きた が 、 建物 2・6 に は 確認 で き な か っ た こと か ら 、 先 に 建物 2 ・ 

6 が 存在 し 、 火事 に よる 建物 焼失 後 、 建 物 1 ・7 が 建て られ た の で は な いか と 思わ れる 。② 群 に つい て 

は 建物 3 と 建物 8、 建 物 4 と 建物 5 は 、 柱 筋 が 通る よう に 建て られ て いる こと か ら そ れ ぞ れ 同 時 期 と 考 

えら れる 。 

次 に 建物 柱 穴 出土 遺物 か ら 時 期 の 検討 を 行い た い 。 東 播 系 須恵 器 鉢 に 関し て 、 建 物 5 出土 28 は 口 縁 端 

部 を 上 方 に 大 きく 拡張 し 、 兵 庫 津 遺跡 EE 1 類 (『 兵 庫 津 遺 跡 和 [』 兵庫 県 教育 委員 会 埋蔵 文化 財 調 査 事務 

所 200 り に 近い 特徴 を 備え る が 、 建 物 1 出土 1 は 、 上 方 に 拡張 し た 口 縁 端 を 内 側 に 傾け る 特徴 か ら 兵 庫 当 

遺跡 E 2 類 も し く は F 類 に 近く 、 後 者 が 新しい 時 期 で ある 可能 性 が 高い 。 ま た 土師 器 四 に 関し て 、 建 

3 出土 19・20・25 は 全て 、 口 縁 部 に 強い ナ デ を 施す 特徴 が 久保 ノ カ チ 遺 跡 a 1 類 (『 久 保 ノ カチ 遺跡 I』 

南あわじ 市 教育 委員 会 2014 と 共通 する の に 対し て 、 建 物 1 出土 2・5・10 や 建物 2 出土 12・14 は 、 全 体 

を 薄く 、 口 縁 端 部 を 失 り 気味 に 仕上 げ る 特徴 が 久保 ノ カ チ 遺 跡 a 2 類 と 共通 する 。 し た が っ て ② 群 は 14 

世紀 後半 頃 、① 群 は 15 世 紀 前 半 頃 と 推定 され る 。 た だ し 由 土 遺物 か ら そ れ ぞ れ の 群 内 の 時 期 差 まで は 判 

別 で き な い 。 

建物 柱 穴 以外 に 調査 地 西側 を 中 心 に 滞 や 土塊 等 が 検出 され た 。 溝 1 や コ の 字 型 の 溝 3 は 良好 な 出土 遺 

物 は 無い が 、② 群 と ほぼ 平行 する こと か ら 、 ② 群 と 何ら か の 関わ り を も つつ 遺構 と 思わ れる 。 土 玉 42 か ら 

は 、① 群 と 同時 期 と 思わ れる 土師 器 皿 32 が 出土 し て いる 。 こ れ 以 外 の 土塊 か ら は 良好 な 遺物 が 出土 し て 

いな い 。 

塩屋 川沿 い の 低 平 な 沖積 地 に 位置 する ん AーC 地 区 で は 、12 へ 13 世 紀 の 建 物 20 棟 に 対し て 、14 世 紀 以 降 

の 建物 は わずか 2 棟 で あっ た 。 当 調査 区 は 扇状 地 あ る い は 山麓 に 位置 する 微 高 地 で 、14 世 紀 後半 へ 15 世 

紀 前 半 の 建物 が 8 棟 検出 され 、 集 落 が 移動 し た 可能 性 が 高い 。 中 世 の 阿 万 荘 は 貞 応 二 (1223) 年 の 『 淡 

路 国 大 田 文 』 に 、 石 清水 八幡 宮 領 と し て 「 本 庄 百 町 」 と 「 沼 嶋 三 町 」 の 合わ せ て 百 三 町 の 田 が 記載 され 、 

淡路 国 で 賀集 培 に 次 ぐ 広 大 な 耕地 面積 を 誇っ て いた 。 そ の 百 町 の 田 は 塩屋 川沿 い の 沖積 地 を 中 心 に 展開 

し 、 そ の 結果 と し て 荘 民 の 集落 が 塩屋 川沿 い に 展 開 し た も の と 推定 され る 。 当 調査 地 の 南 約 150m に は 亀 

y
y
 

I
i
 

・ 

調査 区 設定 図



と は 注目 され る 。 史 実 か どう か は 不明 で あ 
に 
fl 岡 八幡 神社 が あり 、 周 辺 が 「 本 庄 」 と 呼ば れる 場所 で ある 

(山崎 ) 

る が 、 亀 岡 八幡 神社 は 貞 氷 元 (1232) 年 に 現在 の 場所 に 移っ て きた と 伝え られ て いる 。 人 亀岡 八幡 神社 の 
創建 後 、 塩 屋 川沿 いか ら 当 調 査 区 周辺 に 集落 が 移動 し 、 次 第 に 阿 万 地区 の 中 心 と し て の 現 集落 の 原型 が 
形づくら れ て いっ た と 推定 され る 。 

会 ャ 

196.730. ーー 

Xs-196.740. 

* 

Y す 37.440. 
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里 丸山 古墳 群 ー3 次 調査 一 

湊 里 字 丸 山 
経営 体育 成 基盤 整備 事業 
坂口 弘 綱 
本 発掘 調査 
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台
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別 査 

査 期間 平成 23 年 6 月 28 

積 375.4 mm 

1 調査 内 容 

暗 場 面 と 農道 部 分 の 調査 を 行っ た 。 

面 の 先端 部 に 位置 する 。 

け て 、 

業者 及び ] 

調査 は 、 平 成 22 年 度 に 見 つか っ た 1・2 号 墳 (3 区 ) 

地下 の 遺跡 が 破壊 され る 部 分 を 里 原田 遺跡 4 次 調査 5 区 と し て 進め て いっ た 。 ま た 調査 途中 に 事 

調査 地 の 現状 は 、 西 か ら 東 に 階段 状 に 傾斜 する 水田 か ら な り 、 前 面 に は 柿木 谷川 が 東 

る 。 調査 区 の 標高 が 23.88m、 東側 培 場 の 標高 が 20.05m で 高低 差 が 約 3.8m と な る 東 

地元 と 協議 を 行い 、3 号 寺 ・ 4 号 

以外 の 古墳 は 、 埋 め 戻 し の 上 現状 保存 され る こと に な っ た 。 

回 に 流れ て い 

方 向 に 開け た 段丘 

沿 辺 で 緊急 に 行っ た 確認 調査 (2 次 調査 ) を 受 

諸 ・5 号 墳 ・6 号 墳 (石室 A)・11 号 墳 ・12 号 墳 ・13 号 墳 

調査 区 の 土 層 堆積 は 、 調 査 区 西側 で は 耕作 土 下 約 4 cm に ベー ス と な る 黄色 系 の ] 

東方 向 に 向かっ て 傾斜 する 。 確認 し た 遺構 に は 、 古墳 13 基 、 

溝 以 外 の 遺構 は 、 近 世 後半 頃 の 遺構 が 中 心 と 考え られ 、 近 世 以 前 は 基本 的 に 居住 城 と 

な か っ た と 思わ れる 。 

以下 代表 的 な 遺構 の 概要 を 記す 。 な お 確認 し た 古墳 の 名 称 は 、 

に 番号 を 付 し て いっ た 。 

調査 区 北東 隅 に 位置 する 。 直径 約 5.0 へ 5.5m の 円 墳 と 考え られ る 。 埋葬 施設 は 押 3 号 墳 

石室 で 、 規 模 は 長 さ 2.68m、 奥 璧 幅 89 cm、 残 存 高 74 cm を 測 

器 ・ 土 師 器 が 出土 し て お り 、 特 に 須恵 

土 量 が 多い 。 出 土 遺物 か ら 7 世 器 の [ 
紀 中 頃 に 造ら れ て 、7 世紀 後半 頃 に 追 

葬 が あっ た と 思わ れる 。 

4 号 凌 
径 約 6 
調査 区 北 寄 り に 位置 する 。 直 

5m の 円 墳 と 思わ れる 。 埋 葬 施 

設 は 無 袖 式 の 横穴 式 石室 で 右側 壁 が 抜 

き 取 ら 】 

残存 長 

m あ ま 

し て いる 。 規模 は 左側 壁 部 分 で 

1.88m と な る が 、 復元 長 は 3.0 

に な る 可能 性 が 高い 。 復 元 幅 

約 90 cm、 残 存 高 25 m を 測る 。 遺 物 は 

少な い が 須 恵 器 が 出土 し て お り 、 7 世 

F 壌 が 堆積 し て お り 、 

土 者 、 溝 な ど が あり 、 古墳 や それ に 伴う 周 

され て い 

1 ・2 号 墳 に 引き 続き 、3 号 墳 か ら 順 

\ 衝 や だ " 
夫 

ルン 導 

Sb \ 
っ で に 

いん る 
> みさ \、 和 。 し も 人 \ 、\ 

キー ング 、\ 
内 

ま 袖 式 の 横穴 式 

る 。 奥 壁 は 1 石 で 構成 され る 。 遺物 は 須恵 

H22 年 度 調 

藤 H23 年 度 調査 区 (5 区 ) 
査 区 (3 区 ) | 

/ グ / 人 | ンク 所 メン 

調査 区 位置 図 



(Ss=1/250}) 

調査 区 平面 図 

埋葬 施設 は 無 袖 式 の 横穴 
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師 器 の 小 語 の み で 明確 な 時 期 は 不明 で ある が 、 石 室 の 掘 方 を 壊す 

紀 中 頃 に 造ら れ た と 考え られ る 。 

5 号 墳 調査 区 中 央 西 寄 り に 位置 する 。 直径 3.6ー4.5m の 円 墳 と 考え られ る 。 

式 産 室 で 北側 の 奥 壁 が 抜き 取ら れ て いる 。 石室 北西 部 と SD27 が 一 部 

り は 新しい 時 期 の 遺構 と 思わ れる 。 規模 は 長 さ 2.67m 、 奥 壁 幅 92 am、 残 存 高 24 cm を 測る 。 右側 壁 07/ 

富 尺 に マ めい 汐 引い 。 編 漠 也 泥 法 次 区 隊 ミー 所 時 十 で みお ss 、 ヾ 計 治 光 和 

は 

墳 

の 中 央 部 が や ざき 衣 

造ら れ た と 考え られ る 。 

われ る 鉄片 が 僅 
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か に 出土 し て いる 。 周 溝 と 考え られ る SD21 が 西側 に ある 5 

より も 新しい と 思わ れる 。 

7 号 墳 調査 区 南西 部 に 位置 する 。 東 還 

で 長 さ 3.50m、 奥 壁 幅 1.24m、 残 存 高 42 へ 53 cm を 測 

の 規模 で ある 。 床 面 に は 直径 約 30 cm 

形 で 位置 する こと か ら 、5 人 号 填 

1 墳 と 考え られ る 。 埋葬 施設 は 無 袖 式 の 横穴 式 石 室 

以下 の 礎 が 敷 か れ 

・ 埋 葬 施 設 の 幅 が 共に 古墳 群 中 最大 

て いる 。 奥 壁 側 に は や や 大 きめ の 胡 、 入口 側 に は 

小さ め の 礎 が 多い 傾向 が 認め られ 、 玄 室 部 と 羨 道 部 の 境界 に は や や 大 きめ の 礎 が 1 列 並 べら れる 。 遺 物 

9
 エキ
 

S
S
 

革
 

和 r 

X32 は 、7 人 号 墳 石室 の 約 4m 

さ は 内 法 で 11 cm を 測り 、 検 出 

7 号 填 築 造 後 の 近い 時 期 に 造ら れ た と 思わ れる 。 

si 恵 器 ・ 土 帥 器 ・ 鉄 器 ・ 耳 環 ・ ガ ラス コ 

(S X32・36) 確認 で きた 。 い ずれ の 石室 も 7 号 墳 石室 に 直 

西 に 位置 する 。 西側 と 南西 隅 の 石材 が 抜き 取ら れ 

が 狭く 西側 が 広く 復元 で きる 。S 

9 15 cm で 北東 部 が 狭く な る 。 高 

cm、 残 存 高 25 eu 

北東 に 位置 する 。 規 模 は 長 さ 47 em、 幅 

時 に は 蓋 石 が 残っ て いた 。 い ずれ の 石室 か ら も 遺物 は 出土 し て いな い が 、 

ドド な ど が 出土 し て いる 。 出 土 遺物 か ら 6 世紀 末 頃 に 造ら れ 、7 

中 頃 と 後半 頃 に 追 葬 が あっ た と 考え られ る 。 

た 墳丘 裾 部 に 小型 の 堅 穴 式 石室 が 2 基 

行 す る 形 で 配置 され る 。SX36 は 7 号 墳 

て いる 。 規模 は 長 さ 1.67m、 幅 24ー39 

8 号 墳 7 号 墳 の 約 4 mm 南東 に 位置 する 。 近 ] 世 後半 頃 に 破壊 され て お り 、 埋 葬 施 設 は 横穴 式 石 室 と 思わ 

れ 、 右 側壁 の み 残 存 し て いる 。 規模 は 残存 長 2.45m、 復 元 幅 約 90 cm、 残 存 高 約 30 am を 測る 。 遺物 は 陶 

磁器 ・ 瓦 な ど 近 世 以 外 の も の は 出土 し て いな い が 、 墳 より 後に 造ら れ た と 思わ れる 。 

9 号 墳 確認 調査 区 (2 トレ ンチ ) に 位置 する 。 奥 壁 と 側壁 の 一 部 が 確認 で き て お り 、 埋 葬 施 設 は 横穴 

式 石 室 と 思わ れる 。 規 模 は 残存 長 92 cm、 奥 壁 幅 90 cm を 測 る 。 出土 遺 物 は な い 。 

10 号 墳 確認 調査 区 (2 トレ ンチ ) に 位置 する 。 石室 を 構成 する と 思わ れる 石材 が 集中 し て お り 、 幅 92 

em と 想定 され る 。 則 土 遺物 は な い 。 

11 号 墳 調査 区 中 央 北 寄 り に 位置 する 。 奥 璧 ・ 側 壁 の 抜き 取り 穴 と 思わ れる 遺構 が っ の 字 状 に 残る 。 規 

模 は 、 残 存 長 1.4m、 復元 幅 約 90 am を 測る 。 出 土 遺 物 は な い 。 
12 号 墳 調査 区 北 束 部 に 位置 する 直径 
と 左側 璧 が 残存 する 。 石 材 を 立て て 使 

る 。 規 模 は 残存 長 1.23m、 復 元 幅 

潜 か ら 須 上 恵 問 脚 部 が 出土 し て お り 、 

13 号 墳 調査 区 北西 部 に 位置 する 直径 約 5 m の * 

穴 式 方 室 が 想定 され る 。 規 模 は 

が 出土 し て お り 、7 世紀 中 頃 に 3 

し て いる こと と 石室 幅 か ら 

cm、 残 存 高 48 cm を 測る 。 遺 

貞 に 造ら れ た と 思わ れる 。 

諸 で ある 。 右側 壁 の み 残 存 し 、 埋葬 施設 は 無 袖 式 の 横 

記 約 90 cm、 残 存 高 22 cm を 測る 。 遺 物 は 須恵 器 高 玉 民 さ 約 2.8m、 復 

告 ら れ た と 思わ れ 

14・15 号 墳 本 発掘 調査 区 北 

に し た 。 規 模 や 時 期 は 不明 。 

2 まとめ 

本 調査 に より 、 13 基 の 古墳 を 朗 す る こと が で きた 。 度 の 成果 を 合わ せる と 合計 15 基 以 上 

と な り 、 古 墳 群 を 形成 し て いる こと が 明らか と な っ た 。 埋 

新しく な る に つれ 規模 が 小さ く な る と 共に 小型 の 堅 穴 系 の 石室 

葬 時 期 は 、 追 葬 も 含め る と 61 

無 袖 式 の 横穴 式 石室 を 中 心 に 時 期 が 

用 する 特徴 が 認め られ る 。 古 墳 の 埋 

1 墳 と 思わ れる 。 右側 壁 が 抜き 取ら れ て お り 、 菊 璧 

昌 葬 施設 は 堅 穴 式 石室 の 可能 性 が あ 

は 石室 内 か ら 土 師 器 橋口 縁 部 と 周 

に 石材 が 露出 する 部 分 が 2 ヶ所 あり 、 そ れ ぞ れ 14・15 号 墳 と 呼ぶ こと 

われ 、 以 下 の 変遷 が 想定 され る 。 



23.50m 

3 号 填 

2m (S ェ 1/40) 

・7 号 墳 石室 平面 ・ 立 面 図 3
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16 5 号 墳 
17 13 号 墳 

1 へ 13 3 人 号 填 

14・15 4 人 号 填 

3・4・5・13 号 墳 出土 遺物 

20cm 
j 

デー ヘム) (S 

3 号 墳 遺物 出土 状況 ( 束 よ り ) 3 号 墳 ( 東 よ り )



の 古墳 群 と 考え られ 原平 野 入 操 周 辺 部 に 位置 する 湊 地 域 の 首 ] は 最大 規模 と な り 、 交 通 の 要衝 で ある 

よう 。 坂口 ( 

20cm 

=1/2 26 は S: 

7 号 墳 出土 遺物 

6 号 墳 (南東 より ) 5 号 墳 (南東 より ) 

SX36 ( 西 よ り ) 7 号 墳 ( 南 よ り )
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L7 区 ] 

容 が 出土 し た 。 深 さ 0.5m を 測る 。 弥 生 時 代 終 未 へ 古墳 時 代 初頭 の 

昌 1. 5 ご 3.0m、 深 さ 0.5m を 測る 。 埋 没後 に 掘り 直し が され て いる 。 遺 構 1 と 同様 に 弥生 時 代 終 

角 0. 9m、 

し た 。 

調査 区 中 央 部 で 南西 か ら 北 東方 向 の 溝 2 条 を 確認 し た 。 

遺構 1 

遺構 2 

末 古 墳 時 代 初 頭 の 土器 が 出 

9
 

い
い
 

い
い
 
い
い
 い
い
 い
い
 い
い
 い
い
 いい いい いい い

い
 

7 区 平面 図 

2…7. 遺構 2) 7 区 出土 遺物 (1. 遺 構 1 

L8 区 ] 

・ 梁 行 3 間 (1.7m) を 測る 。 総 柱 建 物 で ある 。 東 当行 に 1 間 、 

・ 土 玉 ・ 棚 列 な ど 、 遺 構 の 密集 し た 調査 区 で ある 。 掘 立柱 建物 ・) 
建物 1 桁 行 4 間 (1 間 の 柱 間 1.9m) 
北 に 1 間 張 り 出 す 。 瓦 器 出 土 。 

・ 染 行 3 間 1.7m) を 測る 。 総 柱 建 物 で ある 。 瓦 器 出 土 。 建物 2 桁 行 4 間 (1.8ー2. 5m)
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平面 図 8 区 



建物 3 桁 

建物 4 桁 

行 2 間 

行 3 間 

同 - 

建物 5・ 棚 2 桁 行 3 間 (2.3・3.6m) 染 行 2 間 (1.9m) を 測る 。 

に 建て られ る 。 構 2 は し 字 

上 

個体 Oo 

エエ 

贈 き され た 軒 

土 。 

建物 6 a ・ 

建物 11 ・ 

付随 する 。 

建物 12 ・ 棚 

く 格 の 高 し 

建物 13 

的 に 変え ら 

建物 14 桁 

られ た と ), 

建物 

物 

通り は 南 

召 

9
2
 
マ
 

理
 

博 
仙
 

境 

の 建物 に 付 

建物 7・ 
型 柱 穴 が 

G 

遺構 518・1060 坦 

物 17 

物 18 

物 19 

蜂 1 

っ 

で 表現 
桁 行 3 間 
行 2 間 

・ 

oc 析 行 3 間 2.3m) 
縮小 され 、 柱 大 を 大 型 化 し た 建 枯 え が 行わ れ て いる 。 建物 6 b の 遺構 175 よ り 波状 文 の 

平 瓦 6 が 出土 し た 。 南 側 軒 に の み 瓦 を 昔 い た 可能 性 
桁 行 2 間 (2.1ー2.5m) 

が 。 板 雇 の 可能 性 が 考え られ る 。 堺 1 の 遺構 14 か ら は 蓮 介 文 が か な り 人 簡略 化 さ れ 突 線 状 化 レ 
た ハー ト 型 
建物 8 
建物 9 析 
る 。 

建物 10・ 析 3 桁 行 3 間 
が 並ぶ 。 柱 火 316 よ り 楓 文様 の スタ ンプ 文 が 施さ れ た 軒 平 所 9 や 太 弁 文 を ヘラ 
が 多く 出土 する 。 柱 穴 は い 

5 析 行 5 間 
黒 名 土器 A 類 出 

②.0m) 以上 

(1.8m) 以上 

・ 栄 行 1 間 (2.3m) を 測る 。 黒 色 土 器 A 類 出土 。 

・ 染 行 2 間 (2.2m) を 測る 。 古 器 出土 。 衝 
ロロ 

内 部 に 床 束 

・ 染 行 2 間 (2.0m) を 測 

si 恵 器 水瓶 且 5 は 遺構 11 出 土 と 

を 持つ 。 遺 構 167 埋 没後 

彡 に 確認 し た 。0. 81. 7m 間 隔 で 北 に 面 し た と ころ は 3 mm 間隔 で ある 。 瓦 問 

る 。 建物 6 b は 建物 6 a か ら 南 側 1 間 が 

リル 心 に 人 物 が ヘラ 

が 考え られ る 。 他 に 黒 

・ 梁 行 1 間 ②.5m) を 測る 。 建 物 の 南側 に 1.0 

され た 軒 丸 瓦 7 が 出土 し た 。 他 に 黒色 土器 A 類 出土 。 

(2.3m) 以上 ・ 梁 行 2 間 (2.8m) を 測る 。 総 柱 建 物 で ある 。 

(.6m) 

1.9m) 以上 ・ 染 行 2 聞 (2.1m) を 測る 。 総 柱 建 物 で ある 。 

田 

ずれ も 深く 、 瓦 邊 だ っ た 可能 性 が 考え られ る 。 

2.3m) 

土 。 

け 4 ・ 遺 構 640 桁 行 3 間 2.0m) 

れ て お 

73 間 

や や いひ 

15 桁 行 2 聞 

16・ 析 6・7 

則 と 同 

大 型 柱 

建物 で ある 。 雨 

。 遺 

穴 と 出入 

り 、 他 

(1.6~2. 0m) 

の 建物 と 異な り 規格 性 を 持つ 。 黒 色 土 器 A 類 出土 。 ビー
 

640 に 切ら れ て いる 。 片 器 出 土 。 

(1.8 へ 2. 5m) ・ 染 行 1 間 (2.7m) を 測る 。 

桁 行 3 間 (2.2m) ・ 人 血行 2 

上 没後 新た に 建て られ た 区 画 本 と 思わ れる 。 

桁 行 3 間 

桁 行 2 間 

桁 行 3 間 

2 3 間 の み 確 認 し 、 間 隔 は 1.7m を 測る 。 柱 穴 は 大 型 で ある が 建物 は 構成 

「 随 する か は 不明 で ある 。 

遺構 11・1230 や や くぼん だ と ころ を 整地 し て いる 。 遺 物 は 8 

足 部 、8 角 に 面取り し た 土師 器 高 才 の 脚 部 や 黒色 土器 A 類 が 出土 。 

・ 染 行 3 間 (1.3m) を 測る が 、 東 の 1 間 は 柱 火 が 浅い た め 加 

き した 軒 

・ 梁 行 2 間 (1.8m) を 測る 総 柱 建 物 で ある 。 

落ち 溝 (遺構 640) が 残存 する 。 北 側 に 平行 し て 桶 4 が 付 舌 する 。 片 器 出 土 。 

桁 行 4 間 ・ 染 行 3 間 以 上 を 測る 。 桁 ・ 梁 行 そ れ ぞ れ 両 側 1 間 ず つが 2.0m、 中 央 が 1.7m と 意図 

・ 梁 行 4 間 (1.0ー1.7m) を 測る 。 南 側 2 間 は 歪ん で お り 、 後 に 建 

間 (2.5m) を 測る 。 北 側 の 桁 行 は 柱 穴 が 大 きく な り 柱 

じ で ある が 1 間 が 4.2m と な っ て 欠け て お り 、2 間 分 の 空間 は 出入 口 が あっ た と 思わ 4 

の 存在 か ら 、 北 側 か ら の 視線 を 意識 し た 造り に な っ て いた と 思わ れる 。 桶 6 ・7 

衝 土 器 A 類 出土 。 

ー1. 4m 間 隔 で 大 

「 文 柱 と 思わ れ 

建物 西側 に 欄 3 

nn 

・ 染 行 2 間 (2.3m) を 測る 。 東 梁 行 の や や 南 に 桁 に 平行 し て 棚 5 が 

思 面 に 亡 が 付 

て 

(2. 0 へ 2.7m) ・ 梁 行 2 間 (2.3m) を 測る 。 総 柱 建 物 で ある 。 薄 

2.0m) ・ 梁 行 2 間 (1.8m) を 測る 。 中 央 に 束 柱 を 持つ 。 片 器 出 土 

(2.2m) 以上 ・ 染 行 2 間 (2.1m) を 測る 。 建 物 10 に 切 

色 土 器 A 
% 
類 出土 。 

0 

られ る 。 片 の 出土 が 多い 。 

し な いた め 、 芯 と し た 。 ど 

世紀 前 半 の 須恵 器 水瓶 や 土師 質 土 器 の ニニ 



遺構 19 2.2X1.15m の 長方形 を 呈し 、 深 さ 0.25m を 測る 。 底 は 平坦 で ある が 、 墓 の 痕跡 は 確認 で き な か 

つた 。 瓦 器 ・ 青 磁 碗 ・ 須 恵 器 こね 鉢 出 土 。 

遺構 167 3.9X4.6m、 深 さ 0.3m を 測る 。 水 を 溜め た 痕跡 は な く 、 性 格 不明 で ある 。 ヘ へ ヘラ 描き の 波状 文 

軒 平 瓦 46・47 や 淡路 国分 尼寺 出土 瓦 と 同文 の 唐草 文 軒 丸 瓦 48 や 道具 瓦 465 な ど が 出土 する 。 

遺構 518・1060 西 に 隣接 する 周 場 と は 1.42. 3m の 高低 差 が あり 、 区 画 溝 と 思わ れる 。 断面 観察 より 深 
さ が 0.5m 以 上 確認 で きる 。 遺 構 1060 は 調査 区 北端 部 まで 続き 、 直 角 に 西 に 曲がる 。 両 遺構 か ら 瓦 ・ 製 塩 

土器 が 出土 する が 、 遺 構 1060 は 製塩 土器 

遺構 524 座 
!} 丸 底 IV 式 ) が 多く 出土 。 【 

頭骨 の 一 部 と 古銭 25 枚 、 青 銅製 の 輌 を 持つ 刀 子 、 土師 器 皿 が 出土 し た 。 最新 銭 ( 宮 
より 15 世 紀 中 頃 以降 と 思わ れる 。 

トー | 人 上 | 
1056 年 | | | 

遺構 524 出土 古銭 一 覧 表 

構 905 7 世紀 初頭 頃 の 須恵 器 折 有 が 出土 し た 。 こ の 地区 の 中 で 一 番 古 い 遺 構 で 、 こ の 時 期 の 遺構 は 他 

見 つか っ て いな い 。 

構 1042 落ち 状 の 遺構 で ある 。 土 師 器 の 橋 が 多く 出土 し 、 窟 片 や 製塩 土器 も 含ま れ て いた 。 ま た 、 長 

3.2cm の 管 玉 も 混入 し て いた 。 

構 1100 7.4X6.0m、 深 さ 0.15m を 測る 。 製塩 土 器 片 が 多量 に 出土 し 、 一 部 に 被 熱 が 認め られ る こと 

ら 、 こ こ で 火力 に よる 塩 生 産 の な ん ら か の 作業 を 行っ て いた 可能 性 が 考え られ る 。 

1204 方形 に 囲う 2 よう な 遺構 で あっ た た め 堅 穴 建 物 の 痕跡 か と 思わ れ た が 、 溝 が 部 分 的 に 非常 に 深 

な っ て いた た め 人 性 格 不 明 で ある 。 瓦 器 が 出土 し て いる こと か ら 中 世 の 遺 構 で ある 。 

1314 下層 より 花 周 岩 製 の 五輪 塔 火 輪 70 が 出土 し た 。 淡路 島 南 部 は 砂岩 地帯 で ある た め 石 造物 は 砂 

が 多い 。 よ っ て 近世 も し く は 近代 の 遺物 か と 思わ れ た が 、 共 伴 す る 土器 は 中 世 で あり 、 鎌 倉 室 町 

て の も の と 思わ れる 。 

それ ぞ れ の 遺構 の 時 期 区 分 を 試み る と 、 

遺構 905 (7 世紀 初頭 ) つつ 建 物 3 ・6 a ・19 つつ 建物 10・13・15・17・ 棚 3 ・ 遺 構 518・1060 一 遺構 11・ 
1230 (10 世 紀 前 半 ) つつ 建物 8 ・11・ 村 5 ご 建物 6 b (10 世 紀 後 半 ) で つ 志 2 つ 建物 7・16・ 志 1・ 桶 6・ 
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特徴 的 な 文様 の 第 で つ 

見 , 

窯 壁 と 思わ れる 

中 に は 泥 条 艦 築 技法 の よう に 粘土 紐 を 巻き 上 げ て 作ら れ た 

また に トレ レン 

・12・ 遺 構 640・ 覆 4 一 遺 構 524 

物 9 は 12 世 紀 後 半 、 欄 1 は 瓦 器 の 時 期 で ある が 、 他 の 遺構 と 切り 合い が な く 先 
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1…3. 包含 層 建物 2 4. 柱 穴 41 建物 4 5. 柱 穴 153 針 物 6 6. 柱 穴 175 九 1 7. 柱 穴 14 

針 物 9 8. 柱 穴 986 

8 区 出土 遺物 1
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14. 遺構 640 15. 柱 穴 603 16. 柱 穴 613 建物 10 9…10. 柱 穴 316 建物 12 11. 柱 穴 538 12 へ 

22. 柱 穴 790 23. 柱 穴 669 24 へ 30. 遺構 11 

8 区 出土 遺物 2 

17…18. 柱 穴 655 婦 物 14 19…20. 柱 穴 785 21. 柱 穴 71



ーー Ts 42 

ユア メト ヽ | 51 

10cm の = で ご せ 

45…49. 遺構 167 50…53. 遺 構 518 54. 遺 構 524 31 へ 44. 遺構 1 

物 3 8 区 出土 遺



0 五輪 塔 (S=1/8) 20cm 

lmーーー ニ ーーーーーー 一 | 

55…56. 遺構 9005 57 へ 60. 遺 構 1042 61…64. 遺 構 1060 65. 遺 構 1100 66. 遺 構 1204 67…69. 遺構 1230 

70. 遺構 1314 

8 区 出土 遺物 4 

[10 区 ] 
中 世 の 柱 穴 ・ 土 塊 ・ 港 等 が 検出 され 、 建 物 1 6 、 杜 列 1 が 復元 され た 。 
建物 1 3 柱 穴 が 隣接 する こと か ら 、 3 回 建て 奉 え が 行わ れ た と 考え られ る 。 埋 士 の 切り 合い が 判別 で 
き な か っ た が 、 後 述 す る よう に 出土 遺物 か ら 1 a つ 1b つ 1 c の 順に 建て られ た と 推定 され る 。 母 尾部 
分 は 梁 行 2 間 X 桁 行 3 間 の 総 柱 構造 で 約 24.1mf、 四 面 に 席 が 付属 し 、 総 床 面積 が 42.9mf を 測り 、10 区 で 
は 最大 で ある 。 方位 は N51” W を 示す 。 
建物 2 委 行 2 間 X 桁 行 2 間 で 、 北 側 に 1 X 1 間 が 付属 する 。 総 床 面積 は 約 20.5mf の 総 柱 建 物 で ある 。 
方 位 は N32? E を 示す 。 相 列 1 が 付属 する 。 
建物 3 南北 2 間 X 東 西 1 間 以 上 の 建物 で ある 。 方 位 は N24_E を 示す 。 
建物 4 梁 行 1 間 X 桁 行 1 間 以上 の 建物 で ある 。 方位 は N 8? E を 示す 。 
建物 5 梁 行 1 間 x 桁 行 2 間 以上 の 建物 で ある 。 方 位 は N55" EE を 示す 。 
建物 6_1X 1 間 の 建物 で ある 。 方 位 は N55” W を 示す 。 
土 琉 126 流 路 状 遺 構 34 を 切る 。 建 物 1 と 同じ し よう な 方 位 を 示す 。 
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6a 

平面 図 10 区 

(北東 より ) 移 
NR 
N 
7 遺物 出土 状 周 革 o 

喝 ( 北 よ り ) 
N 
て 
> 建物 1b 柱 穴 4 古銭 出土 状 (北西 より ) 移 甘 3 古銭 出土 状 : 7
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建物 1a 1ー3. 柱 穴 39 4・5. 柱 穴 37e 講座 】]] 末光 oo) 光二 

建物 1c 8. 柱 穴 24 9. 柱 穴 83 鐘 物 2 10・11. 柱 穴 75 12. 柱 穴 96 13. 柱 穴 101 

綱 列 1 14・15. 柱 穴 107 建物 5 16. 柱 穴 68 

17・18. 溝 3 19…23. 土 垢 126 _ 24 へ 27. 流 路 状 遺構 34 

10 区 出土 遺物 

10cm



が 古く 、 
コ 

た 土師 問 | 

葉 頃 、 流 路 

ほぼ 同時 期 に 

他 の 建物 の 

を 迎え る よ 

年 ) も し く 

2 まとめ 

7 

の 

南 が 

区 で は 

と 考え られ 、8 区 の 遺構 は 何ら か の 施設 の 敷地 

し て いる こと か ら 寺 院 遺 構 と も 考え られ 

と か ら 軒 先 の み 、 も し く は 一 面 だ け 瓦 を 暮 いた 建 

和良 で ある 遺構 11 か ら は 仏具 で ある 水瓶 や 三 足 ( 

ら は 瓦 が 出 

な か っ た こ 

地 j 

建物 が あっ 

製 

て 

っ た と 思わ 

本 遺跡 は 

建物 1 柱 穴 等 か ら 、 比 較 的 残り の 良い 供 膳 

径 1112cm で 口 縁 部 を 強く ナ デ る 6・17・20 

久保 ノ カ チ 遺 跡 a 1 類 (『 久 保 ノ カチ 遺跡 和 』 南 あわ 

世紀 初頭 へ 前 薬 頃 ) 

戻さ れ 、 建 物 1 a つ 1b つ 1 c の 順に 建 

』 さ れ た と 思わ れる 。 建 物 2 ・ 棚 列 1 は 建物 1 

上 F の 遺物 が 見 当たら な いこ と か ら 15 世 紀 前 ヨ 

建物 1 b 柱 穴 4 え から は 、 天 聖 元 費 ( 初 鋳 1023 

鏡 1094 年 ) 、 溝 3 か ら は 大 観 通 害 ( 初 鋳 1107 年 ) を 含む 数 点 が 出土 し て いる 。 

8 は 久保 ノ カ チ 遺 跡 a 2 類 (15 

状 遺 構 34 が 埋め 

掘 肖 

時 期 は 不明 で ある が 、15 

う 2 で ある 。 供 

は 紹 聖 元 割 ( 初 

世紀 後 ョ 

膳 具 以外 に 古銭 が 出土 し て お り 、 

土器 が 出土 し て いる 。 拓 

が 新しい 様相 

恵 器 皿 は 申 径 13cm 前 後 の 

し 、 後 者 は 14 世 紀 を 示 

に 対応 する と 

b か 1 c に 

て 替え 

十 

た こと は 明瞭 で ある 。 

E 認 さ 】 

れる 。 

て / 

平 が 

よ
 

あっ た と 思わ れる 。 

世 初 頭 の : 

内 南部 

る が 、 

根 先端 部 に 立地 する 8 区 と 同様 の 立地 状況 で ある 後山 遺 

塩 土器 ( 丸 底 IV 式 ) が 出土 し て お り 、 塩 4 

いた 。 8 区 で の 製塩 土器 の 出土 状況 を 合わ 

10 区 で は 14ー15 世 紀 の 建 物 が 四面 席 を 

三原 平野 と 海 へ の 玄関 口 が 見 婆 せ られ る 丘 陸 部 

知 と 合わ せ 考え る と 、 古 来 よ り 松 帆 か ら 湊 に いた る 地 

上 

出土 基 

物 で あっ た と 思 

か い 友 遂 人 人 滞 導 は 

聖 沸 光 皿 

3・24・25 

の 

じ 市 教育 委員 会 201 り に 対応 する と 思わ れる 。 ま 

思わ れる 。 す な わ ち 14 世 紀 前 

られ 、 土 志 126 は 建物 1 b と ほ 

行 す る 時 期 と 思わ れる 。 そ の 

上 に は 集落 の 終 毒 

区 で は 弥生 時 代 終末 古墳 時 代 初頭 の 土器 を 含む 溝 を 確認 し た 。 遺 跡 範囲 確認 調査 を 含め 、 こ の 時 
期 の 生活 遺構 は 確認 で き て お ら ず 、 大 規模 か な 遺構 面 の 削 

古墳 時 代 後期 ・ 奈 良平 安 時 代 ・ 時 

降っ て 流さ れ た 」 と 地元 で は 言わ れ て お り 、 字 名 

軒 構 を 確認 し た 。 8 区 周辺 は 「 昔 は 寺 が あり 大 

を 「 南 ノ 
に あっ た 

で あっ た 

建物 群 と 思わ れる 。 特 に 、 調 査 区 西部 か 

ミ 

に 位置 し 、 こ れ ま で に 調 
域 は 政治 的 に 重要 な 土地 で あっ た と 推定 で きる 。 

( 定 松 ・ 的 崎 ・ 山 崎 ) 

ト で も 、8 世紀 後半 へ 9 世紀 前 

が 一 堂 分 で は な く 、 礎 石 が 確認 で き 

われ る 。 ま た 、 く ぼ 地 の 整 

足 部 分 ) が 出土 し 、 規 模 の 大 小 は と も か く 寺 院 関 連 の 

F の 多量 の 

本 

上 E 産 に お ける な ん ら か の 作業 を 行っ て いた 可能 性 が 指摘 され 

せる と 、 やはり なんらかの 作業 を 行っ て いた と 考え られ る 。 

守 つ 建物 1 は 8 区 建物 2 ・12 に 続く ヨ と 要 な 建物 で あ 

され た 周辺 の 遺跡
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調査 の 位置 

種別”_ 本 発掘 調査 

調査 期間 

調査 面積 

平成 23 年 12 月 14 日 平成 24 年 2 月 9 

1, 198. 2 

調査 内 容 
本 調査 対象 地 は 淡路 島 最 大 の 平野 で ある 
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調査 区 設定 図 

問 ・ 製 塩 土 器 が 出土 し て いる 。 建 物 2 は 桁 行 5 間 ・ 梁 行 2 

物 3 棟 と 江 な ど を 確認 し た 。 建 物 1 は 調査 区 の 北側 に 続く と 考え られ 

4 間 ・ 梁 行 2 間 で 東側 に 席 が 付く 可能 性 が 考え られ る 。 柱 穴 

。 和 針 物 2・3 は 桁 行 が 9.3m と 同じ 規模 で ある が 、 柱 間 は 建物 3 の 
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方 が 広く 、 柱 穴 が 大 きい 。 柱 穴 の 切り 合い か ら 建 物 2 つ 3 へ と 建て 替え が 行わ れ て いる 。 遺物 が いずれ 

も 小 語 で ある が 、8 世紀 後半 へ 9 世紀 前 半 と 考え られ る 。 そ の 他 の 遺構 か ら は 黒色 土器 B 類 な ども 出 

と か ら 、10 世 紀 代 の 遺構 も 含ま れ て いる 。 
に 
ーー し て いる 

[D 区 」 

側 と 南側 に み ら れ る 。 建 物 柱 炎 か ら の 

・ 棚 列 ・ 土 塊 な ど を 確認 し た 。 建 物 は 桁 行 
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3
 

遺物 は 乏しく 、 僅か な 土師 器 と 須恵 器 か ら 9 世紀 前 後 と 考え られ る 。 

[EE 区 ] 

還 場 面 の 調査 で ある 。 堅 穴 住居 1 棟 と 掘 立 柱 建物 1 棟 な ど を 確認 し た 。 堅 穴 住居 は 1 辺 が 4. 7m を 測り 、 

北西 辺 中 央 に 電 を 持ち 、4 本 柱 で ある 。 古 墳 時 代 後期 の 土師 器 と 須恵 器 が 出土 し 、 床 面 で は 鉄製 品 を 2 



点 確 認 し た 。 建 物 は 桁 行 4 間 ・ 梁 行 2 間 で 、 桁 行 の 柱 問 は 0.91.5m と 間隔 が 不 均等 で 狭い 。 柱 大 か ら 
は 少量 の 土師 器 し か 出土 し て いな いた め 明 確 な 時 期 は 不明 で ある が 、 堅 穴 住居 と 軸 を 同じ くす る こと か 
ら 堅 療 住居 と 同時 期 と 考え られ る 。 包 含 層 か ら は 弥生 土器 ・ 土 師 器 ・ 須 恵 回 ・ 灰 向 陶 器 ・ 瓦 加 ・ 瓦 ・ 石 
鉄 ・ 蔽 の 羽 口 ・ 石 帯 ・ 耳 環 な ど 弥 生 へ 鎌倉 時 代 の 遺物 が 出土 し た 。 大 帯 6 は 暗 灰 色 を し た 蛇尾 上 で ある 。 
耳 環 7 は 径 30X27mm で 重量 は 21.8 g 、 中 実 の 銅 芯 に 金 と 銀 の 合金 薄板 を 被せ て いる 。 
[F 区 ] 

画 場 面 の 調査 で ある 。 掘 立柱 建物 4 棟 と 土塊 な ど を 確認 し た 。 建 物 1 は 桁 行 2 聞 以上 ・ 当行 2 間 で 、 
上 層 よ り 据 り 込ま れ た 柱 穴 で 構成 され る 。 土師 器 や 白磁 の 出土 か ら 1112 世 紀 と 推測 され る 。 地 山 を べ 
ー ス に し た 建物 2 は 桁 行 3 間 で 調査 区 の 南側 に 続く 。 建 物 3 は 桁 行 2 間 ・ 梁 行 1 間 で ある 。 建 物 4 は 桁 
行 2 間 以上 ・ 染 行 2 間 で あり 、 東 に 席 を 持つ 。 建 物 2ー4 の 柱 穴 か ら 時 代 を 判別 で きる よ うな 遺物 は 出 
土 し な か っ た 。 

2 まとめ 

本 遺跡 は 古墳 時 代 後期 と 奈良 平安 時 代 の 遺跡 で ある こと が わか っ た 。 古墳 時 代 後期 の 堅 穴 住居 や 掘 
立柱 建物 、 耳 環 の 出土 か ら は E 区 西側 の 丘陵 に 古墳 が 包 蔵 さ れ て いる 可能 性 が 考え られ る と と も に 、 柿 木 
谷川 の 対岸 に 立地 する 里 丸 山 古 墳 群 と の 関連 性 が うか が われ る 。 ま た 、 古代 に お いて は 夏 帯 や 灰 向 陶 器 
な どの 官 衛 的 要素 の 高い 遺物 が 含ま れ て いる こと か ら 、 同 じ く 柿木 谷川 対岸 に 立地 す る 時 原田 遺跡 8 区 
の 等 院 関連 遺構 と 密接 な 関係 が あっ た と 考え られ る 。 (的 崎 ・ 定 松 ) 
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